
共に働き、共に生きる 
 

 

株式会社インテージ・アソシエイツ 

   

 

障害者雇用の基本方針 

インテージグループの障害者雇用を推進している当社のダイバーシティ推進部。障害を持つ社員で構成される「Dandies（ダンディー

ズ）※」のメンバーの業務支援、人材育成をしています。「共に働き、共に生きる」をスローガンに掲げ、トップが「障害者の能力発揮を

期待していること」「多様な人材が共に働くことで、企業の価値を高めていること」などを定期的に発信しています。 

※Dandiesとは、Diversity and Inclusion の頭文字をとったDandi の複数形。グループ従業員に親しみを持ってもらえるよう名付けました 

 

障害者が活躍できる業務創出 

ジョブコーチの資格を有する指導員が、社内やグループ会社の各部署から業務を受託し、障害特性に配慮した職務を選定していま

す。指導員が画像を用いて理解しやすい作業マニュアルを作成し、業務を定型化することで、障害を持つメンバーが最大限の力を発

揮できる運営体制を整えています。 

 

働く環境の整備 

雇用の促進のみならず、雇用の安定につながる「職場の環境づくり」にも注力しています。有給休暇を時間単位で取得できる制度や、

気持ちを落ち着かせる空間（窓に向かって三方位を囲んだ椅子）を用意して休憩を取りやすくするなど、継続勤務につながる職場環境

を作っています。 

 

【障害者との取り組み】 

 

Dandiesカフェ 

秋葉原事業所内のコラボレーションラウンジで月に 1 回「Dandies カフェ」を開催しています。Dandies のメンバーがコーヒーやお菓子

の選定から、ポスター作成、社内 SNS での告知などの社内広報までを主体的に行っています。このカフェは、グループ従業員にコー

ヒーとお菓子を提供しながら会話を楽しむことができ、良いコミュニケーションの場となっています。 

 

Dandiesアワード 

日頃、積極的に Dandiesに業務依頼や応援をしてくれているグループの従業員に対して年に一度、感謝の意を込めて表彰を行ってい

ます。アワードを通じて従業員との交流が深まり、さらなる業務の依頼へと好循環が生まれています。 

 

SDGsの学びと実践 

自己啓発の一環として一人ひとりがSDGsを学び、17のゴールから自分にできる社会への貢献について考える機会を作っています。

具体的な活動として、「アスクル資源循環プラットフォーム」に参画してクリアホルダーのリサイクルをしたり、『アイシティ eco プロジェ

クト』に参画してコンタクトレンズの空ケースを回収したりするなど、常に自分たちに何ができるかを考え、実践する力を養っていま

す。 

 

所 在 地：東京都千代田区神田練塀町３番地 インテージ秋葉原ビル 

従業員数：103名（うち、障害者 2名）  特例子会社：非該当  

業務概要：シェアードサービス（インテージグループの人事・経理・ファシリティ・総務・健康管理業務・障害

者雇用推進のシェアードサービス事業を行っています） 
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